
ガウス整数におけるフェルマーの小定理

定理 1 µを素数，N(µ) = mとする．(α, µ) = 1ならば

αm−1 ≡ 1 (mod µ)

［証明］
β1, β2, β3, · · · , βm−1

を µを法とする既約剰余類の完全代表系とする．(α, µ) = 1のとき，

β1α, β2α, β3α, · · · , βm−1α

も既約剰余系を作るので，全体としては一致し，

β1β2β3 · · ·βm−1 ≡ β1αβ2αβ3α · · ·βm−1α

(β1β2β3 · · ·βm−1, µ) = 1なので
αm−1 ≡ 1 (mod µ)

［証明おわり］
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